
貯
蔵
小
勢
の
水
分
含
量
及
び
貯
赦
温
度
が
小
勢

･.
･▲
の
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
第

二

報

｢j]

恭

啓

博

士

虹

藤

菌

火

山

拷

言

小
安
の
肝
桃
に
際
し
て
､
そ
の
水
分
令
北
淡
に
肘
舷
弧
庇
が
､
小
峯
の
晶

質
に
及
ぼ
す
彩

帝
の
if
な
る
は
稚
泡
に
轍

か
ら
す
o
米
柴
に
紺

し
て
は
'

予
iLT
山
研
ルル
に

lJつ
て
､
11憲
寸
の
小
切
は
蚊
に
明
か
な
-
｡
さ
れ
ど
小
変
に
洲
し
て
は
未
だ
十
分
な
る
研
究
柵
…L
o
よ
っ
て
予
は

申
椎
的
代
と
八
に
?==
･州
･L
二
咋
八
日
に
之
が
研
坑
に
右
F
し
て
'
現
今

そ
の
中
途
に
あ
り
.
前
に
貯
畑
作
ケ
年
後
の
経
常
を
な
し
拡
き
た
る

が
t
E1-に
.肘
:.･誓

ケ
牛
後
の
調
41
i･)吊
ひ
た
ろ

直
に
､
そ
r3
結
果

を
棚
紫
せ
ん
と
す
o

l
,
貯

萩

試

験

の
方

法

一
'
試

料

試
料
と
し
て
昭
利
卜
二
空

ハ
11
に
七
似
択
裳
州
究
回
に
於
て
舵
帖
し
た
る
二
=:｡柿
の
小
変
'
新
中
滋
及
び
i<
哩

7舵
を
川
ひ
た
-
｡
之
を

攻
に
辿
ぶ
る
が
如
-
'
水
分
合

=叫北
に
紺
鹿
に
よ
り
分
ち
て
二
川
二
試
料
に
な
し
た
-
.

小
男
C
水
分
命
日
乃
び
_-inYE-;-1
た
が
小
峯
の
品
門
に
FSほ
す
形

相

..-i
二
耶



小
噂
の
荊
分
合

HT=滋
び
貯
折
れ
煤
が
小
堺
C
糾
門
に
出
ぽ
す
細
り

鞘

.

.削

二
､
貯

戟

淡

予
竿
の
計
花
に
於
て
は
､
小
容
の
水
分
令
‥加
を

二

.;〆
､

一
仙
〆
､
及
び

〓
ハ
%

に
な
し
て
貯

へ
ん
と
な
し
た
る
も
､
試
料
朋
製
法
の
如

-
な
ら
す
'
薦
め
に
水
分
は
俊
足
よ
-
も
甚
だ
多
-
な
-
た
-
C
即
ち
そ
の
水
分
令
茄
は
攻
の
如
し
｡

新

中

.iH

=三
i･.
六
二
〆
､

1
五
･
六
二
l妬
､

1
六
･
八
七
%

大

原

二

枚

=
1三
･
三
三
〆
'

一
川
･
九
二
〆
'

一
七
･
〇
1
%

本
雌
菅
に
於
て
は
'
略
吸
を
用
ふ
る
場
合
は

一
三

･五
%
t

T
五
･
三
%
及
び

l
七
好
と
な
し
て
記
述
せ
ん
と
す
｡

右
の
水
分
の
試
料
を
ト
タ
ン
旅
に
入
れ
'
梯
氏
瓦
t

TO
'
l
末
'
二
〇
'
二

五
､
三

〇
度
及
び
自
然
組
へ
(
;

伸
組
)
の
七
相
の
脱
皮
に

Ej
き
て
貯

へ
た
-
C
か
-
し
て
昭
和
十
二
年
六
月
十
九
日
及
び
廿
日
に
貯
継
を
閲
的
せ
-
O

三
'
調

布

寄

切

牛

ヶ
年
'

1
ヶ
年
､
二
ヶ
年
及
び
二
.ケ
咋
後
に
外
槻
'
臭
'
琳
机

JR
t
水
分
(t=八札
､
及
び
千
托
収
を
朋
べ
､
娘
粉
の
上
地
粉
妙
合
'
粉
の

色
相
､
軒
端
､
轍
軸
､
製
パ

ン
f7
に
つ
き
て
､
叉

付目
敬
井
少
合

を
訓
#
.す
る
こ
と
-
な
せ
-
.
而
し
て
三
ヶ
年
を
以
て
貯
織
を
終
了
し
'

そ
の
時
分
析
を
も
な
し
て
､
成
分
の
叫
化
に
つ
き
て
も
桧
煎
す
る
裸
出
な
-
｡

二
､
貯

萩

の

結

果

昭
和
十
三
年
六
月
廿
七
日
に
'
各
試
料
に
北
き
て
'

1
ヶ
年
棲
め
訓
祁
車

〓
ひ
た
=1
｡
只
磯
井
妙
合
の
み
丘.L=.
そ
の
間
毎
月
徴
芽
試
験
此



苅

l
表

小

家

の

外

敵

並

に

良

=
三
ハ%
一
二
ロ

色
樺
可
'
央
鍵

/

/

/

′

色

揮少
し
許
つ
'
央
:TAB

色

付耶
満
つ
'
塊
出

色
押

少
し
節
つ
'
臭

出

色
滞
苗
だ
鞘
つ
'
典
出

色
滑
少
し
諮
つ
t
∩..<
良

色
滑
河
'
臭
良

/

/

/

/

〃

〃

〃

〃

色
作
少

し讃
っ
'
少
IJ
臭
ふ
か

色
搾
少
し
訴
つ
､
触
臭
か

色
狩
少
し
諮
り
'
臭
艮

色
付

少
し
･S
つ
'
･3
'出

色
搾
帝
っ
'
臭
R

/

/

/

/

故
を
任
じ
色
相

誠
懸
L
'
教
典
L

色
搾
.=I.P=S
L
t
･3
(柵
艮

色
樺
恋
し
'
轍
臭
L

色
樺
恋
し
､
臭
良

聖 三 二 二二
温 U ftt〇 三ti C Jt

色
付
可
'
央
艮

〃

〃

〃

〃

色
相
紡
つ

'御
臭
か

色
蹄
訴
つ
'
少
し
撒

具
し

光
搾
照
く
果

つ
む
'
微
央
L

色
搾
荊
つ
'
央
･-A

小
琴
の
水
分
dTB
IL
乃
ひ
_汀
hi:弧
修
が
小
帯
の
=仰
E3
に
及
ぼ
す
彬
k-
:
邦
.
.r糾

∫
-
て
別
布
し
'
且
つ
弘

に
昭
和
十
回
年
三
月
迄
の

訓
軒
を
.#=逃
せ
-
｡
各
項

に
つ
き
て
'
訓
S
+の
紙
北

を
述
ぶ
れ
は
攻
の
如
し
｡

一
'
小
番
の
外
槻
北
に
臭

昭
和
十
'ニ
咋

六

月
廿
七

日
に
'

仰

如小
容
の
外
油

粕
に
臭
に
つ
き
て
'
訓
和

し
た
lろ
紙
火
は
卯

1
火
山

加

L
Q

苅

l
表
に
1-,{
す
が
如
-

水
分
含
=W-:と
渦
度
と
は
t

.肝
臓
小
番
の
性
状
に
i{
な

る
影
牡
を
及
ぼ
す
も
の
に

し
て
'
そ
の
大
冊
を
総
括

'r-
'J

1
.trJ



小
葬

e
水
分
合

口
汲
び
相
槌
妨~
俊
が
小
事
の
品
E
Z
に
茨
ほ
ナ
杉
9

第

二
村

新

中

長

光
帝

無
し
'
臭
桁
艮

〃

〃

光
樺
無
し
つ
御
旗

村

か
虻
じ
色
相
懸
し
っ
細
見
L

色
辞
恋
し
'
弼
炎

色

滞

留
L
I
取
良
し

色

博

懲
し
､
冊
典

I.,,..i,
J

..::.ご

1.

''

':I:.

大

原
色
博
相
可
'
臭
良

〃

.

〟

光
沖
縄
-
'
思
づ
む
J'
市
典

竹

砕
叫
く
'果
づ
み
苗
Ta
;.L
､蔚
良
し

雅

称

無

く
､
繋
づ
rZL.>
恐
L
.
弼
炎

色

滞
懇
し
く
､梅
に
黙
づ
む
､微
良
し

色
付
甘
L
P
徹
央

'h7
六し

て
述
ぶ
れ
ば
､
次
の
捌

係
あ
-
0

甲
'
新
中
長
の
均
合

水
分
〓

LL･■六
%
の
溝

料
は
､
企
慨
に
良
好
な
れ

ど
も
'
特
に

i
五
止
迄
性

殆
ど
色
付
に
轄
-
純
…し
.

水

分

1
五
･
六
%
の
試

料
は
全
慨
に
光
将
舛
け
れ

ど
も
t

l
五
度
進
に
佃
可
な
り
に
良
L
o

二
〇
庇
以
上
に
於
て
は
特
に
態
L
o

水
分

一
六
･
九
形
の
試
料
は
光
柁

炊
け
れ
ど
も
二

C
政
道
は
可
な
り
良
L
c

一
五
政
よ
-
慈
し
-
な
-
､
l
iC
庇
及
び
以
上
に
て
は
特

に
悲
し
｡

乙
､
大
尉
二
班
の
場
合

水
分

1
三
･三
%

の
試
料
は
仝
俄
に
可
な
-
C
二
G
唆
道
は
特
に
可
に
し
て
'
二
五
度
よ
-
少
し
-
色
作

を
爪
せ
-
o

水
分

一
四
･
九
の
試
料
は
的

l
五
度
迄
は
吋
な
り
｡
二
〇
度
以
上
に
て
は
悲
し
0

水
分

1
七
%
の
試
料
は
余
冊
に
紫
紺
舛
け
れ
ど
も
'

一
C

酸
迄
は
可
な
-
に
良
好
な
-
｡

嘉

虹
以
上
怯
寂
し
｡
特
に

二〇
位
'
三

G
疫



に
JiSrて
は
小
身
は
黒
色
化
し
て
進
だ
慈
し
-
な
れ
り
′0

二
､
容

輯

弟

昭
和
十
三
咋
六
月
に
窄
机
丑
と
し
て

一
f
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
鴨
を
洲
泣
し
た
-
｡
そ

1

1=T..i

炎

Lt
L

.a

三
行

目
､
一

ヘ
ク
ト
-

ツト
ル

は

一
-
ツ
ト

ル

の
談

墾

表

の

州
は

1
.
kg

は
eB
の
紬

｣

節二或 Jr繊 小野の容桃韮

(1hlの 蔚Iltkg)

r7K 分(時政)qヾ触職雌■＼ 新巾長L 大垢【二戟l

貯収前 746.0 785.4

磁 5.珪 746.4 783.2

10 745.6 786.8

15 745.2 7E-.6.0

13..5% 20 745.6 776.8

25 744.0 77-8.a

30 736.3 775.6

介tlE姫 746.0 782.0

15.こ%mT麟耶5I(ラ1520 l≡喜:;727.I71.9.1677.8 777.7777.2778.4776.0751.2
25 7α).3 752.8

30 684.6 746.4

才Ep1し弧 714.7 763.2

17.0% lt'Jr弼耶 705.0 754.2 r

5 707.5 756.8

10 697.5 757.2

1ー5 682.2 71_9.9

20 652.2 698.3

25 665.4 700.7

30 662.2 683.0

節
二
女
に
よ
れ
は
､
多
少
の
例
外
あ
れ
ど
も
､
肘
購
渦
度
が
高
-
な
る
に
擢
S
.
叉
小
饗

の
水
分
令
瀧
が
i{
と
な
る
に
綻
ひ
て
'
容
桃
輔

は
逓
減
す
る
を
認
む
0
人
分
合
加
の
多
き
小
渉
を
渦
此
廿日
き
桝

に
貯

へ
た
り{
時
に
'
葬

梢
岬
は
小
に
し
て
'
水
分
の
少
き
小
孝
を
鴨
池
に
貯

へ
た
る
時
に
'
容
研
訳
は
if
に
な
る
JJ
と
=:==.然
な
り
o
苅
二
教
は

そ
の
紺
係
を
よ
-
示
せ
-
o

容
納
れ
よ
-
判
･:止
す
IU
に
､
水
分

一
三
･-<
%
の
小
歩
仕
､
之
を
描
氏
I
.1G
政
文
は
そ
れ
以
下
の
脱
皮
に
'
水
分

一
光
･
三
〆
の
小
藩
は
棚

氏

1
末
鹿
又
は
そ
れ
以
下
､

T
七
%
の
小
孝
は

一
C
庇
'
叉
は
そ
れ
H
寸
に
仰
ふ
る
畔
は
､

1
ヶ
年
の
貯
杜
に
て
は
特
に
省
礎
す
る
こ
と
伽
…

小
輩

の
水
分
含

..A.i;
及
び
町
鮮
氾
腔

が
小
輩

の
品
E
:3
に
及
ぼ
す
W

E
j

節
-二
郎

:-T
L



小筆のー耶分合帖及び肝畔軌収が小節の品氏に及ぼす形口第二鞭五八

きを見るな-o又愈川組に於て放Jtjする畔は'水分一三･五%の小葬は仲裁中に容机訳の班化進だ少-して､T五･三%又は1七%の小筆は､貯曲中に･:fJ=杭巾は減少するを謹むるな-oよ-て水分一三･五%の小藩は'之を自然組に於て即

ifT,r三衷貯砧小歩の水分令茄

水 分(聯取)- 輿 - 大原二馳

形 形
蛤 5度 13.49 13.92

10 13.59 13.93

15 13.89 13.26

13.5% 20 13.71 13.55

25 13.62 13.03

30 13.78 13.17

愈nTL弧 13.24 13.44

15.3% 5 15.21 14.77

10 15.41 14.85

15 15.64 15.08

20 16.16 15.02

25 15.53 14.96

30 15.73 15,22

fTln一泊 15.71 14.54

17% 5 16.47 16.98

10 16.35 16.63

15 16.61 16.91

20 17.59 17.2.9

25 16,72 17.12

30 16,64 17.34

倉岬狙 17.69 16.80

ふるも'貯杜に末文無しと云ふペLoされど1瓦二二%'或は1七%の水分にては'硬質を雑たすものと見る

べし｡

ニ
'
水

分

今

日:Ll

船
蹴

7
ケ
牛
後
に
'

水
分
合
い印
を
抑
珊
廿
に
よ
-
て
測
定
し
た
る
結
氷
は
弟
.1■よ
の
如
し
O

凶
'
千

粉

節

貯
曲

小

碁

の

十
位
韮

蛙
雛
_2
7衣
の
如

L
c

貯
臓
脱
酸
と
干
粒
兎
と
の
tH
に
仕

1
ヶ
年
貯
曲
に
て
は
何
等
の
差
興
を
組
む
る
こ
と
な
L
o

五
'
聖

教

少

合



I.11IJq炎Jr;減小歩の千粒 盟

(4'q品l汀i三代温度新中畏 大原ニ甑

l鮎 5度 g30.81 ど33.95

1∩ 30.g7 33.74

15 31/3 33.94

13.5% 20 30,57 33.91

25 31.05 33.85

30 31.51 34.21

角砧曲 31.31 34.04

5 31,66 34.59

10 31.64 34.45

15 31.61 34.58

15.3_Qo' '202530出師混 31,2131.4231.8931.94 34.5034.4134.5934.23

5 32.31 34.E3

10 32.14 34.89

15 32.24 34.88

17.0,00' 20 32.15 34.80

25 32.23 34.ア7

30 32.21 34.B9

倉廿i弧 32.32 34.98

■
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来

､
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日

を
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追
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小
筆
の
水
分
禽
;-
及
び
即
位
瓜
隈
が
小
器
の
品
E
l
に
茨
は
す
彫
口

碍

二郎



小
葬
の
水
分
含
駅
茨
び
貯
ば
氾
雌
が
小
変
の
品
田
に
及
ぼ
す
形
位

第
二
取

六
二

節
五
衣
に
よ
れ
は
水
分

l
三
･
兼
房
の
小
繋
は
､

脱
皮

一
五
-
二
C
度
に
て
は

1
ヶ
年
年
は
完
全
に
後
芽
力
を
保
持
す
る
こ
と
を
村
'

一

五
二
二
%

の
小
歩
は

一
五
比
な
ら
ば
究
(i:に
t

i
七
%
の
小
歩
は
五
-

1
0
度
に
於
て
完
全
に
聴
許
力
を
保
持
し
得
る
な
-1
｡

蟹
芽
力
を
必
ず
し
も
完
全
に
保
持
せ
ざ
る
も
'
食
物
と
し
て
非
文
な
き
恥
幽
を
考
察
す
れ
ば
､
貯
減

1
ヶ
年
牛
の
ml
に
て
は
'
水
分
令
灘

と
船
級
脱
皮
と
の
間
に
次
の
如
き
捌
係
あ
る
ベ
L
o

水
分

一
三
･五
%
の
小
脊
-
･･:梯
二
五
政
文
は
日ー
然
有
川
況

1
五
･二
'%
〃

一
七
%
〃

抽

1
先
度

柏

l
c
-
1
五
度

i(
､
魁
粉
妙
合
非
に
粉
の
品
門

聯
利
十
三
咋
一ハ
月

に
'
貯
収
小
葬
を
製
粉
し
た
る
上
そ
の
処
粉
か
合
.
粉
の
色
描
､
歓
八卦
等
を
調
和
し
た
り･?
結
恥
任

那
六
衣
の
如
し
.

節
六
よ
に
よ
れ
ば
'
水
分
i<
約

.i
三
･
五
%
の
小
容
は
'

1
ヶ
年
貯
距
に
於
て
は
'
そ
の
粉
の
=州
朋
に
於
て
柳
瀬
な
る
差
3光
は
無
-
し
て

何
れ
も
良
好
な
-
O

水
分
i(
約

一
五
･三
〆
及
び

1
七
〆
の
小
歩
は
'
五
度
及
び

一
〇
鹿
に
於
て
は
粉
Lt
良
好
琴
心
も
'
他
の
拍
･'a
Sに
於
て

娃
態
姫
を
免
れ
ず
｡
特
に
粗
壁

二
〇
庇
に
於
て
は
感
世
逓
し
-
し
て
'
粉
仕
業
純
色
を
帯
び
た
-
o

節
減
塩
鮭
並
に
小
歩
の
水
分
と
炎
粉
少
食
と
の
帆
に
は
何
雅
称
11i
な
る
捌
係
を
認
め
ず
O
只
小
野
の
態
姫

が
甚
し
-
な
れ
ば
'
自
ら
教
の

砕
破
脱
人
が
多
-
な
-
て
'
馬
め
に
製
粉
の
少
食
が
i<
と
な
る
仰
向
を
認
め
得
る
な
-
a

数
質
の
出
仕
貯
批
粗
度
に
よ
-
て
大
友
る
膨
轡
を
受
け
'
池
庇
の
小=附
き
株
数
丑
は
減
少
す
｡
小
歩
の
水
分
多
-
し
て
･
そ
3
貯
雌
浪
壁
的

き
場
合
に
'
特
に
数
並
絃
減
少
す
Q
殊
に
小
葬
の
水
分

一
六
%
'
肘
地
組
鮭
二
束
-
三
〇
度
の
畔
に
は
秋
n叫
を
洲
る
こ
と
能
は
ざ
り
L
c
比

叡
苑
の
減
少
蛭
小
歩
品
Lh
の
怒
鎚
に
よ
-
仰
ふ
を
認
む
o
此
性
駿
に
仰
せ
し
小
券
は
'
粗
壁

1
五
皮
叉
は
そ
れ
以
Jf･
に
肘
へ
し
糊
令
に
'
そ



節 六 大 Jr;･俄小藩V)盤粉妙介.粉粁及び&'･景

･小輩の水分(昭倣) Wr'赦弧彫 薪 巾 伝博 引 買晋 馴 醐 咋zmt 大 原 ニ 萄克碧雲 l 粉の色可 純 一it乾札 付

24.7 8.2 5'3.4 1 28.7 10.I

10 59.3 23.0 7.8 57.8 I 29.9 10.0

15 59.1 22,9 7.8 58.I 1 28.3 10.0

20 58.3 21.8 7.6 58.2 良好 2 27.9 9.8

30 62.2 22.0 7.7 61.8 3L26.7 9.8

分節弧 57.9 23A 7.7 58.0 2 26.9 9.7

15.3% 5ー015202530爪脚氾 I54特に延もL70.6 嫡補色を 6冊J.I68.7 良好 3辛一……… :8:.≡ 恕 28,3 10.Il 28.6 10.21 28.4 10.357.8 畢一紙 爾 5 23.0 8.3I)i58.3 恥glt竪 3 27.6 9.8褐色を爾57.9 ぴ特に1-EI6 24.1 9.IL59,5 愚昧を冊 4 乙7.1 9.0小ヽJゝ

の
猷
瀬
が
多
き

を
認
め
た
-
O

七
､
勉

弛

前
()=
の

小
委

粉
を
川
ひ
て
地

軸
を
焼
き
て
､

そ

の

戒

絹

を
比

た
る
に
'
弟
L

牧
山
仙
き
紡
;)

を
柑
た
り
｡

地
軸
焼

S.孤

県
､
水
分
i
{

約

:

.三

･

Qi
T

;i

小
歩

は

何
れ
も

良
き
地
軸
を
生

じ
た
り
｡
水
分

小
繋
の
水
分
含
EI
及
び
肝
臓
肌
雌
が
小
筆
の

品
円に
及
ぼ
す
舷
押

節

.t
J耐



古
紙
e
rY-
･虫
餌
屯
肖
b
岳
謹
賀
塾
芸
る
執
e
噴
出
u
肖
担
小
岩
白
米
TT轟

第
七
衷
肝
搬
小
歩
の
敷
麺
軸
結
果

｣く
E

新
中

島
一

大
振

舞

パ二/ク3
大
き
形
状

也
阻

綻
食
味
芸ソ冨

形
邦夫

負
阻
紅
1
食
味

10
3
9
2

･
望
.t
剤
日

′
′
32
4

′′
′′
//

15
30
3

′′
割
EI
あ
り
〝
30
4

〟′′■/′′′/′
/′
/′

13
.5
%
ZO
3
12

′′
′′
~
〝
57
1

/′
′′

25
3
2
0

′′
′′
′′
3
6
8

/′
〟

30
J
竪
混

3
4
0
3
5
1

〝
副
円
解
し

′′
〝
〟′′
3
4
5
4
02

′′′′
〟〟

5
323

上
上

上
､
劉
目
無
し
上
3
16

上
上

上
上

10
3
0
?
〟
〟
上
の
巾
､
〝
′′
3
2
4
〟
〟
上
の
申
〟

1
5
3
2
4
〟
′′
上
の
申
､
例
日
あ
り
′′
325
〝
〝

上
′′

15
.3
%
20
3
12
〝
〝
上
の
申
､
蒼
空
吾
割
申
27
6
〝
〝

/′
′′

′′
〝
〟
′′

25
2
98
〝
′′
中
の
上
､
′′
/′
3
18

′′′′′′
′′

30
3
5
5
膨
れ
ず
凹
凸
面
褐
色
中
の
下
､
少
し
視
色

大
な
る
開
国
あ
り
下
377

上
の
下
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Cj3 CL) N CAJ N N CAD
CJj r｣ 亡く⊃ rJ CO の 卜i
Ul CAJ Ul くつ 0⊃ ⊂⊃ (工)

i
:≒ヽヽ

青
さ

4
'9
L
P
]
号

｢
(
読

伊
野

扇

.州
′
号

L
醤

E)
封
J

8
号
ノ

ミ

′
壇
E
[浦

L

8
rt
.
田

′

塗
E
T

M
,
こ

T･-
.蛋
藩
′Fi71E
l
㌢

J

fr
.
ヽヽ

ヽヽ

.Eiモ守

焦

717i
奉

幣
封
声
.
雫
石

偉
7
-′
fEZ
IJ
,

扇

一
九
･
三
好

〃
小
容
は
脱
皮
三

C
止
に
肝

へ
L
も
の

と

除
け
ば
'
竹
良
打
た
･り
"

水
分

一
ヒ

滋
の
小
智
I
.
腺
症
二

〇
九
は
そ
れ
以
卜
の
規

正
に
貯

へ
し
域
令

に
は
､
叔
馳

山
膨
脹
藤
し
く
､
益
軒
凹
凸
あ
り
U
抑
色

lLJ.な
し
､
組
粒
惑
-
､
味
も
'<
可
な
れ
ど
'

一
五
度
p
L
は
そ
れ
以

下
の
渦
度
に
於
て
貯

へ
し
小
鼓
に
於
て
は
､
製
麺
純
の
紺
北
は
良
好
な
り
L
o

八
､
製

麺

小
野
の
肝
臓

一
ケ
咋
後
に
於
け
l′0
ウ
ド

ン
磯
辺

山
結
果
.ii
.
狛
八
火
山
如
L
o

鞘
八

束

に

IL
i
-

て
､
偶

靴

に

な
し
た
る
結
果

を
見

れ
ば

､
水

分

大

約

t

三
･
五
宛
の
小
賓
は
'
何
れ
の
渦
度
に
於
て
も
良
き
岨
純
に
な
-

た
り
｡

水
分

一
寸
･
三
〆
山
小
封
に
､

Ⅲ
此

i
∬
放
火
は
以
下
の
場
合
に
良
好

の
腿
純
を
生
じ
た
り
｡

二
O
鹿
又
は
以
上
の
場
合
に
水
色
叉

は
初
色
に
な
り
､
徴
英
文
は
明
か
に
揖

山臭
を
放
ち
た
-
o
l仙
し
て
二
d

比
に
貯

へ
し
時
に
食
川
に
な
ら
す
O
水
分

山
七
%
の
小
碁
は
'
温

度
太
政

の
峠
に
良
好
の
温
鈍
を
生
じ
､

一
rJ
艇
及
び

一
五
庇
の
帖
に
中
位

の
櫨
純
に
な
り
'
二

〇
鹿
又
は
以
上
の
畔
に
は
炎
色
丈
は
柵
也
に

小
梨
の
水
分
吉
日
及
び
町
甑
im
雌
が
小
輩
の
品
TL'.に
及
は
す
影
世

節

∴

削

六
五



与
簸
C
毒
虫
切
出
FfS
't
)重
態
彊
世
.i
Z毛
織
e
娼
幻
u
耗
聖
卜
連
匂
韓
日
苫

第
八
衣
貯
撒
小
葬
の
製
麺
の
経
理

jく
1く

小
賓
の

水
分
貯
穀
温
度

新
中

良
大

原
苛
尭

顔
の
色
沖
I
央

伸
覆
食

味
嶺
の
色
辞

良
仰
笹
食

味

13
.52g
巌
5
度

上
良

I.74
上′′′′〟

上′′〟
上
､
少
し
く
灰
色

良
1.83

上

10
〟

′
′

I.7
7

〟′′〟′′′′′′
I.8
1
′′

15
′′
〟

1.65
1.7
7
/′

20
〟
′′

I.73
1_7
7
/′

25
〟
〟

I.72
′′

〟
1,.76

上
の
中

30
′′
〟

1,73
〟

〟
1.74

〟

害
温

〟
′′

1.79
′′

上
1.6
8

上

15.3
%

51015
上〟〟

良〟/′
I.68
I.7
4
1.62

上′′〟
日

良′′〟
1.7
7
I.78
1.6
8

上〟〟
上
の
申

20
申
､
灰
色

敬
.
臭
1.62

中
上
の
中
､
鮎
畠
徴
臭
1_6
2

25
〝
〝

〟
1.57
〝
〝

〝
′′

1.6
1
〟

3
0
下
､
褐
色
を
帝
ぷ
徴
臭
I.5
2
下
､
警
慧
雷
撃
中
､
灰
褐
色
〟

1.67
上
の
下
､
徴
兵

室
温

上
良

1.7
5

上
上
､
少
し
く
灰
白
色
良

1.79
上



r

義

F
;･

昔
L川
鱒
fR
i..L
･

L

Ft.

i･L
-
'
槻
娘
､
徴
娘
を
牡
に
､
温

純

〃
仙
椎

が
恋
し
く

氾

些

tり○
促

り増
作
に
は
庄

川
にな
11
ざ
=
L
O

雌
勉

の
結
;)
よ
り
刊
足
す
.T.
Lは
､
八
分

1
三

･.It
頭
の
小
番
は
侶
･.氷
り
べ
-
ん
ば
二

C
駐
'

1
花
･
:I.毎

の
小
雀
は

1
先
比
'

一
七
.rR
の
小

答
は

】
O
鹿
又
は
そ
れ
以
下
に
保
て
ば
'

一
ヶ
年
肝
臓
に
よ
っ
て
'
仙
竹
山
ji1=た
蒙
りご
J
と
･な
-

'
爪

印

･=
観
を
作

り

.柑

べ

し

｡

三
､
考

秦

川

上
に
述
べ

し

が

か
-

'

一
ヶ
年
川
の
肝
臓
に
於

て
も

'

小
饗
山
水
分
令
瀧
北
に
貯
践
渦
度
が
､
小
寒
の
=.;
川
に
及
ぼ
す
彬
轡
山
七
な
る

こ
と
明
確
な
-
0
両
し
て
水
分
少
-
し
て
脱
匿
の
拭
き
場
合
に
於
て
'
そ
の
仰
蛾

の
紡
北
は
良
抑
な
る
が
'
仰
曲
に
芹
･文
伽
を

澗度
の
附
界

を
布
教
す
る
に
'
前
述

山托
腺
に
よ
-
て
'
卯
九
衣
の
軸
係
あ
る
を
認
め
た
り
一Q

小
器
の
水
分
告
E=-
及
び
･L=
磁
心
懐
が
小
器
の
品
班

に
及
ぼ
す
形
符

節

二
郎

六

七



解 九 衣 ′ト歩の水分介ill:と貯純減庭との閣係

小
罪
の
水
分
含

む
茨び
肝
綻
温
乾
が
小
節
の
品
町
に
及
ぼ
す
取
払

帝
二
相

六

八

ヱ _ 空 士 的 躍 芸恒 可- 令 野 蒜恒 恒 l 滴

クi】3.62新 中 良 1.5.(3■16.87 10艦 25riE 25度5 10 155以下 5 15 30髄 L5僅 30r-if 20薩15 15 . 25 1510 10 15 5

第
九
鼓
に
示
す
が
如
く

訓
許
容
項
に
よ
-
て
､
そ
の
許
し
褐
べ
き
重
荷
姐
虻
は
興
れ

ど
も
'
結
合
し
て
考
ふ
れ
ば
攻
の
如
L
c

水
分
合
i=･天
約

1
二
･
五
%
の
小
黍
は
汎
匪
二
〇
度

l
五
･
二
t.%

〝

〝
1
五
鮭

一
七
･
〇
%

〝

〝

10
度

前
回
摘
せ
せ
し
如
-
牛
ヶ
年
の
貯
曲
に
て
は
'
小
*
,の水
分
に
よ
-
て
許
し
綿
べ
き
貯

版
況
虻
は
攻
の
如
し
｡

水
分
犬
約

言

i･五
%
の
小
夢
は
粗
壁

完
庇

″

″
一
束
･
三
%

〝

〝
二
〇
度

〃

〃
一
七
･

〇〆

〃

〝

一O
鮭

1
ケ
年
後
に
は
'
牛
ケ
年
後
よ
-
も
建
'E3
は
進
わ
す
る
が
故
に
'
岨
舷
を

t
段
に
低
下

す
べ
き
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